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 入門講座 始まるっ 
高次脳機能障害 

DOTCH? 

えらべる受講スタイル 

※会場での開催は，消毒や検温等
の新型コロナウイルス感染症対策
を講じたうえで実施いたします。
当日の体調にご配慮いただき，咳
や発熱などの風邪症状がある場合
は，参加をお控えください。 



 

 

 

支援者を対象に，リハビリテーションに関連する知識及び介護技術等の向上を目的とした研修を行っています。 

 

関係機関や市民の方からの依頼に基づき，専門職を派遣し，研修（15 テーマ）を行っています。 

 

身体障害者手帳をお持ちの方を対象に，体力測定や専門職による，からだの相談会を行っています。 

 

電動車椅子の利用者や支援者等を対象に，講習と実技（乗車体験）を行っています。 

 

失語症のある方々の社会参加を促進するために，コミュニケーションを楽しむ交流の場として開催しています。 

 

対象は当事者やそのご家族，支援者等です。高次脳機能障害をやさしく学べます。全５回。オンラインあり。 

 

介護保険サービス事業所が対象。認知症との関連も解説します。 

 

急性期や回復期の医療機関等で，医療やリハビリに携わるスタッフ向けの研修です。 

 

支援機関のネットワークづくりを目的とした会議です。講話と事例検討を行います。 

 

当事者やそのご家族が，なごやかな雰囲気の中，同じような体験を共有できる交流会を行っています。 

 
 

 

地域リハビリテーション推進センターで開催している研修等 

ここがポイント 



「障害者支援施設」ってどんなところ？ 

あ 

18 歳以上の高次脳機能障害と診断された方。 

身の回りの動作が概ね自立している方。 
 

在宅生活を充実させたい！ 
もう一度仕事がしたい！ 
行動範囲を広げたい！ 

入所または通所での自立訓練 

機能訓練 25 名，生活訓練 15 名 

（入所定員 30 名） 
 

★利用開始までの流れ 

 

 
機能訓練 最長 1 年 6 か月 

生活訓練 最長 2 年 
 



 

 

 

です。 

この事業では，市内の障害福祉サービスや介護保険サービスの事業所等からの依頼に基づき，

当センターの専門職員（理学療法士，作業療法士，言語聴覚士等）が，事業所や利用者宅等を訪問し，利用者の

身体状況の把握や介助・対応方法，身体機能維持のためのプログラムや活動の導入等，様々な困り事についての

助言を支援者に行っています。 

相談内容としては，関節が固くならないためのストレッチや

歩行の介助方法，食事の時の姿勢や食べ方の工夫，車椅子の適合

や調整等に関するものが，比較的多くなっています。 

最近では，放課後等デイサービスからの依頼もあり，小・中学

校の児童・生徒に関する相談も増えてきました。また，高齢者の

居宅での課題（移動手段の選択，手すり等の環境調整など）につ

いての相談もあり，幅広い年齢層の方々に対して支援を行うよ

うになってきました。 

今後も，児童から高齢者まで切れ目のない支援ができるよう

に心がけていきたいと考えていますので，是非ご利用ください。 

※  なお，当事業は事業所等支援への一環として実施している

ものであり，申込みは支援者からに限らせていただいており

ます。ご了承ください。 

チョット

 

 

 

 

 

 

 

【連絡先】京都市地域リハビリテーション推進センター相談課 

E-mail：rehabili-chiiki@city.kyoto.lg.jp  

TEL：823-1666  FAX：842-1541 

※ 右の二次元コードもご利用ください。 

歩行の介助方法 食事の指導 

車椅子の調整 手すりの調整 

障害福祉サービス事業所等訪問支援事業   

❀
 初夏の日差しになってまいりました。  

まぶしくて紫外線も気になりますねぇ。 

 当センター主催の研修は，会場までお越しいただくか，

オンライン参加か，受講方法をお選びいただけるものが 

ありますので，ぜひ，お問い合わせくださいね。 

  


